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パブリック・スピーキングの公共性を探る
　　　～エコロジカル・アプローチでみる
アメリカ民主党大会基調演説のスピーチ分析～
竹野谷みゆき
1．はじめに
　2009年のバラク・オバマ大統領就任に前後して、政治場面でのスビーチ
に関する研究への関心が高まってきた．オバマの卓越したスビーチカを目の
当たりにし、スビーチがどれだけパワルフなものであるか、そして、コミュ
ニケーションの手段としてどれだけ意味のあるものかを見せてくれたという
背景がある．
　言語研究の分野ではこれまで、研究の対象を個人間の会話データを中心に
おいてきた、談話分析の中心的なデータは友達同志の日常の会話だったり、
テレビのトーク番組だったり、2者間の会話であることが多かった。しかし
ながら、オバマの卓越したスピーチ能力は、言語研究者にパブリック・スピー
キングというアリーナへの可能性を呈示してくれたのである。パブリック・
スピーキングというと、これまでコミュニケーション研究の対象としては「特
別」なものととらえらていなかっただろうか。一人の話者が演壇に立ち、多
数の聴衆に一方的に話をする。スビーカーは話し手、聴衆は聞き手として役
割が決まっており、話者の話す内容も前もって書かれた原稿を読み上げるだ
けというイメージがあったのかもしれない、しかしながら、オバマのスビー
チは、実はパブリックスピーキングはとてもダイナミックなものであり、話
者は目の前の聴衆と動態的に関係性をつくり出し、そこでは、生き生きとし
たコミュニケーションが成立し、構築されていく様子を見せてくれた。言語
研究者達は、そんなパブリックスピーキングの動態的な様子をとらえ、考察
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すべく研究を始めたのであろう
　本稿は、アメリカ大統領選のスピーチに注目し、パブリソクスピーキング
の「ハブリノク（公共性）」という要素がどのように特徴づけられるかを考
察する　具体的には、2008年の民主党予備選の候補者であ一ったヒラリー・
クリントンのスピーチを取りLげ、エコロジカル・アプローチの視点で分析
する　スビーチの分析にあたっては、Sacks（1972b）の提唱する成員カテ
ゴリー化装置（nlembershlp　categollzatlo1コdevice）の手法を用いて、公共性
の特徴を明らかにしようとするものである
2．背景：アメリカ大統領選キャンペーンの流れ
　アメリカ大統領選は4つの段階に分けられるという鈴木（2010）によれば、
第一段階が「出馬表明以前の時期」であり、候補者達が資金と支持者の獲得
を目指しつつ選挙対策委員会を組織する時期である，これは、大統領選の1
～2年前から始まるという．t第二段階は、民主党と共和党という二大政党の
党員集会（caucus）と予備選挙（prtmary）による代議員（delegates）の獲得
競争期間であり、大統領選の年の1月から6月の期間にあたる．第三段階は、
夏の全国党大会（Natlonal　Party　Convention）であり、2008年には民主党が8
月25日から28日、共和党が9月】日から4日までのそれぞれ4日間にわたっ
て開催された。ここで、それぞれの党から大統領選候補者が選出される。そ
して、最終段階が党大会から11月のr－・般投票」（gelleral　election）の時期
であり、一一般有権者が正副大統領候補者に実際に投票する選挙までの期間で
ある．
　本研究の分析対象となるスビーチは、大統領選キャンヘーン第三段階の党
大会で行われた基調演説の1つであるt．党大会とは、「厳しい代議員獲得争
いを演じた後、党内が一丸となって本戦の勝利を目指す上で重要な役割を持
っ」（鈴木2010、pp．96－97）ものであり、党×会では、初日に有力政治家が
基調演説を行い、「党×会の方向性とトーンを定めて、対立政党との違いを
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際立たせる」役割を果たすという　（p97）．2008年民主党大会で候補者の一
人であるヒラリー・クリントンが行った基調演説に注目し、その中でそれま
で競争相手であったバラク・オバマへの支持を表明し、どのように党をまと
める姿勢を表現するかに焦点をあて、その中でパブリック・スピーキングの
パブリソクネス（公共性）がどのようの構築されるかを考察する・具体的に
は、ヒラリー・クリントンのスピーチの中で、どのようにカテゴリー化装置
が築かれ、［自分、オバマ］というカテゴリー立てが他のカテゴリー立てに
移行させるのかを明らかにしたい．t
3，分析の枠組
　スビーチ研究はこれまで、レトリックの分析を中心に行われてきたr近年、
社会言語学のアプローチでも研究が始まり、フレーム理論の分析、談話分析、
スタイル分析、ポライトネス分析などの視点から研究が進んでいる（例えば、
東2009など）また、power　and　solidarityの視点から日本の政治家のスビー
チ分析も始まっている（例えば、東2006など）．
　本研究はエコロジカル・アプローチの視点にもとついて分析を進める．エ
コロジカル・アプローチとは、Kramsch（2002）によれば、　F人間と環境と
の相互構築をおのおのの立場や歴史的な背景を基盤として、社会的権力や文
化的記憶との葛藤の場面で進行するものである」ととらえているT本稿では、
この「人間と環境との相互構築」という視点に立ち、話者の周りをとりまく
人々や状況に視点をおき、分析をすすめる。エコロジカル・アプローチでは
テクスト（text）とディスコース（discourse）を分けてとらえる［tテクスト
は言葉として話者の外側に表される部分を指し、ディスコースは話者の立ち
位置、姿勢、目的、など見えない部分を含むテクストとの関わりを示す・本
分析では話者がスビーチの中で言葉として表すテクストを手がかりに、ディ
スコースレベルの分析を行う、また、スビーチに表される社会カテゴリー化
装置を分析し、話者の環境との位置関係の調整の様子を考察する．分析にあ
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たっては、Sacks（1972b）の提唱する成員カテゴリー化装置の概念をもち
いる一
　成員カテゴリーfヒ装置（Members．　hip　Categorization　Device）は、カテゴリー
集合と適用規則によって成り立つという（前田他2007）　Sacks（1972b）は、
カテゴリーにはそれに結びついた活動があるという概念を提唱している　例
えば、幼い女の子が「赤ちゃんが泣いたの．ママが抱っこしたの一」と発し
たとした場合、聞き手はf赤ちゃんが泣いたので、その子の母親が抱き上げ
た」と理解する．これこそが、成員カテゴリー化装置の働きによる理解だと
いう　「赤ちゃん」と「ママ」が同時に使われたとき、その両者は同じ「家族」
というカテゴリーの成員であることが前提になる，また、「泣く」という活
動は「赤ちゃん」というカテゴリーと結びつき、「抱き上げる」という活動
は「母親」というカテゴリーと結びついているという一「カテゴリーが活動
と結びついてい61ということは、その結びつきが行為や出来事の理解にとっ
て前提となっている、という意味である（前田他2007），
4．分析と考察
　2008年大統領選民主党大会でのヒラリー・クリントンの基調演説は、23
分弱のスピーチである．／分析にあたっては、まずその原稿を入手し、内容分
析を行った、また、アメリカ民主党のホームページ上で公開されているスビー
チの動画を利用し、行為分析を行った　動画と原稿の分析を通して、話者で
あるクリントンの社会的立ち位置がどのように構築され、移行していくのか
を明らかにする，
　23分弱に及ぶスビーチを通して、話者であるヒラリー・クリントンは主
に4つのカテゴリー軸を構築している様子が見て取れた。それは、［自分、
オバマ］という個人レベルでのカテゴリー軸、［民主党（員）、共和党唄）］
という政党単位の社会組織のカテゴリー軸、［成人、子供］という社会の成
長段階でのカテゴリー軸、そして［アメリカ、外国］という国レベルのカテ
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ゴリー軸である、その4つのカテゴリー軸は、まず、スピーチの冒頭部分で
明らかにされる。
例（Dlスピーチの冒頭部分（開始後0：08別
IaIn　honored　to　be　here　tonight．　A　proud　mother．　A　proud　Democrat．
Aproud　Amencal1．　And　a　proud　EgPRg！1tg！r　of　Barack　Obama．
（下線著者）
ここで話者は、mother（母親）、　Democrat（民主党員）、　American（アメリ
カ国民）、supporter（支援者）であることを明らかにし、聴衆に対して自分
の立ち位置を示している、
　特に顕著なのが、supporterとしてのカテゴリーである。これは話者がこ
れまで予備選の競争相手だったオバマを支援する側にまわったことを意昧し
ている、ここでは、［支援者としての自分、オバマ］という軸が構築されて
いる．予備選の選挙活動中はこのカテゴリーは［候補者としての自分、競争
相手としてのオバマ］という関係性であったが、党×会ではそのカテゴリー
化の位置づけが変っていることを示している、．ここで話者は自分の立ち位置
が大きく変わったことを示している，その後も競争相手であったオバマとの
カテゴリー軸は頻繁に言及される＝次の例は、スピーチ冒頭部分の直後の内
容である一
例（2）：Me　and　Barack（開始後0：53分）
My　friends，　it　is　time　to　take　back　the　country　we　love．
Whether　you　voted　for　me，　or　voted　for　Barack、　the　time　is　llow　to
旦重皇as　with　a　sln91e　purpose．　We　are　omhe　r　ame
team、　and　none　ot’　us　can　sit　on　the　sidehnes，
This　is　a　fight　for　the　future．　And　iビs　a　fight　we　must　win．
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引き続き話者は、これまでの［1，Barack］というカテゴリー軸に触れ、今後
はullite（一一丸となって）、asingle　party（一つの党として）、the　same　team（同
じチームで）、for　the　fulure（未来に向かって）移行していくことを説明する．／
　その関係性の移行に続くのは、党という社会組織の成員カテゴリー化装置
の構築である、、ここで、自分とオバマを含む民主党は一つのチームであり、
その外に位置している共和党が競争相手として存在することを指摘する／［
抜粋（3）：Advocatin　and　cam　ai　nin　（開始後1：58分）
I　havelゴt　spent　the　past　35　years　in　the　trenches　advocating　for
children、－for　ulliversal　health　care，　h皇！［哩parellts
balance　work　and　family．　and［鯉for　wome1ゴsrights　at　home　and
aroulld　the　world．＿to　see　another⑭ln　the　White　House
squander　the　promise　of　our　coulltry　and　the　hopes　of　our　people．
ここでは、Democrat（民主党）という言葉は出てこないが、35年間にわたる
自分の社会活動の実例が示される。恵まれない子供への支援（advocating）、
国民皆保健制度の推進（campaigning）、ワークライフバランスの支援
dhelping）、女性の地位向上の戦い（fighting）という活動で示される実績
である、その次に示されるRepublican（共和党）というカテゴリーが出
されていることから、これらの活動によって結びつく話者のカテゴリーは
Delnocrat（民主党）であることがわかる、
　その直後で話者は、党のカテゴリーを国民のカテゴリーへと移行させる、
まず、MaCainという表現で、共和党という成員カテゴリー化装置が構築さ
れる．それに対になるのは、Barack　Obamaである，
例（4）：McCain　and　Barack　Obama（開始後3：00分）
No　way．　No　how．　No　McCain，
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Barack　Obama　is　my　candidate．And　he　mul　t　be　our　President．
Tollight　we　need　to　remenlber　what　a　Presidelltial　electiol］is　really
about．　When　the　polls　lコave　ciosed、　and　the　ads　are　fillally　ofれhe　air、
it　comes　down　to　you－－the　American　eo　le．　your　lives，　and　your
children「s　futures，
ここで共和党対民主党、McCain対Obamaの対立軸が構築させる，そして、
その焦点は聴衆へと向けられる。大統領選は、実は政治家間の競．争ではなく、
国民の生活の問題であることが指摘される。そして、聴衆であるアメリカ国
民（Anlerican　people）であり、また現在のみならず、子供達の未来（your
children’s　future）に繋がる問題なのである，ここでは、問題の置かれている
視点が話者とオバマという政治家側の問題から、聴衆側の問題へとシフトさ
れている。また、予備選候補者だった自分から、将来のある子供の対として
の大人の自分へとカテゴリー化が進むのである。また、childrenはfutureと
連動しており、時間軸も移行するのである．
　続いて、党という社会組織の成員カテゴリーが国という成員カテゴリーへ
と移行される、国という成員カテゴリーはAmericaやAmerican　peopleとい
う言葉で示されると同時に、カテゴリーは活動と結びつけられる，アメリカ
というカテゴリーはアメリカ国民の特性として語られる．
例（5）：America　and　American　eo　le（開始後3：58分）
For　me、　iビs　been　a　privilege　to　meet　you　iIl　yoしlr　homes．　your
workplaces．　and　your　commullities．　You］’stories　remillded　me
everyday　that　Amer▲ca’s　greatness　is　bound　up　in　the　lives　of　the
＿一，your　hard　work．　your　devotion　to　du1yi　your　love
工⊆一ユ，alld　your－．　oftell　in　the
face　of　ellormous　obstacles，
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アメリカ国民とは、勤勉であり、職務に忠実であり、子供を愛し、努力し続
ける存在であり、時には巨×な障害に立ち向かうという存在として語られる．
ここでは、話者である自分とアメリカの偉大さに直結しているアメリカ国民
という成員カテゴリーが構築されている
例（6）：Generations　and　challenges（開始後12：10分）
We　need　Ieaders　once　again　wllo　can　tap　ill－to　that　special　blend　of
American　confidence　alld　optimism　that　has　enabled　g幽
before　us　to　nleet　our　toしighest⌒．　Leaders　who　can　help旦
show　ourselves　alld　the　world　that　with旦旦ingenuity．　creativity、　and
ilmovative　spirit，　there　are　no　limits　to　what　is　possible　in　America．
ここで話者と聴衆はweというカテゴリーでくくられる．．またleadersと
いうカテゴリーも構築される、それは、過去（generations　before　us）も、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L
未来（challenges）をも含む時間軸で示されるアメリカ国民を示してい
る，Leadersはアメリカ国民の自信を喚起し（tap　ill－to－一・American
confidence　and　optimism）、国民自身と世界（the　world）にアメリカの偉大さ、
創造性、革新的な精神を示す助けをする行為をするものとして描かれている、
ここでは、Americaとthe　worldの対により、［アメリカ、外国］という成員
カテゴリー化装置が構築されている
例（7）：Barack　Obama　and　America（開始後14：09分）
And　when　Barack　Obama　is　in　the　White　House．　he’］1　revitalize　our
economy、　defend　the　working　people　of　America．　and　meet　the　global
challenges　of　our　time．　Democrats　know　how　to　do　this．　As　I　reca正1、
President　Clinton　and　the　Democrats　did　it　before．　And　President
Obama　and　the　Democrats　will　do　it　again．
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例（7）では、Leadersの具体的な名前としてObamaが挙げられる．，アメリカ
という国レベルの成員カテゴリー化装置’と、民主党という社会組織レベルの
成員カテゴリー化装置がリーダーとしてのオバマに結びつけられる，続いて、
次の例（8）ではJohn　McCainという共和党の候補者名が挙げられ、民主党と
共和党という成員カテゴリー化装置が構築されている様子が見てとれる、
例（8）：John　McCain（開始後15：34分）
Now．　Jolm　McCaill　is　my　colleague　alld　my　friend．
He　has　served　our　country　with　honor　and　courage．
But　we　don’t　need　four　more　years．．．of　the　last　eight　years，
　次の例（9）は、スビーチの終結部で、話者はアメリカのある出来事に言及
する。話者は、ニューヨーク州選出の女性上院議員として、女性の参政権獲
得の歴史を語り始めるttそれは、ニューヨーク州北部のセネカ・フォールズ
で始まった、女性解放運動の物語である。話者の語りの中で、mall（男性）、
woman（女性）という語が挙げられ、［女性、男性］という成員カテゴリー
化装置が構築される
例（9）：Senaca・Falls、　New　York（開始後18：44分）
And　I　know　what　that　can　mean　for　every　man．　woman．　and　child
in　America．　Pm　a　United　States　Senator　because　i111848　a　group　of
courageous　women　and　a　few　brave　men　gathered　in　Seneca　Falls．
New　York，　many　traveling　for　days　and　nights．　to　parlicipate　in　the
first　convention　oll　wolnelゴs　rights▲n　our　history．
その後、話者は女性解放運動から人種解放運動というアメリカ史．上の出来事
を語る（例（10））／：主人公は、人種解放運動に多大な貢献をしたアフリカ系
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アメリカ人のHaiTiett　Tubman　である．
は継続する
ここでも、女性というカテゴリー
例（10）：Harriert　Tubnlan（開始後20：00分）
This　is．　the　story　of　America．　Of　women　and　men　who　defy　the　odds
and　never　．give　up．
How　do　we　give　thiscoulltl’1，」back　to　them？
　　　　　L　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ン
By　following　the　examp｜e　of　a　brave　New　Yorker、awoman　who
risked　her　life　to　shepherd　slaves　along　the　Underground　Railroad．
And　oll　that　pa由to　freedom．　Harriett　Tubman　had　one　piece　of
advice．
Hariett　Taubmanという．名前がつなげたのは、性別から人種へのカテゴリー
であり、その延長線上にはBarack　Obamaがいる。それは、当選すれば、オ
バマがアメリカ史上初のアフリカ系アメリカ人×統領になるはずで、この選
挙．戦キャンペーンでは欠くことのできないカテゴリーである．．
例（H）：Americalls　alld　Barack　Obanla（開始後21：08分）
We　are　Amerlcalls．　We’re　not　big　oll　quitting．
But　remember．　before　we　can　keep　going、　we　have　to　get　going　by
electillg　Barack　Obalna　president．竺don「c　have　a　moment　to　lose　or
a　vote　to　SPture．
上記部分でアメリカというカテゴリーとオバマが結びつけられる、そして、
スピーチの終結部分では、オバマが時間軸の延長線上として、children（子
供達）やgrandchildren（孫達）に結びつけられる，
　　　　し
パブリック・スピーキングの公共性を探る 129
例（12）：Your　children　and　randchi】dren（開始後21：33分）
Nothing　less　than　the　fate　of　our　nation　and　the　future　of　our　children
hang　in　the　balance．
Iwant　you　to　think　about〔ildrell　and　grandchildren　come
election　day．　And　think　about　the　choices　your　parents　and
grandparents　made　that　had　such　a　big　impact　on　your　life　and　on　the
life　of　our　nation．
最後に話者は国家の将来を考えるように提案する、そこで出されるカテゴ
リーは現在という時空を超えた、世代というカテゴリーである
　これまでヒラリー・クリントンの基調演説の中で構築される成員カテゴ
リー化装置がどのように作り出され、機能するかを見てきた。ここで注目す
べきは話者のスピーチの中で、話者の立ち位置が4つのレベルのカテゴリー
軸で移行している点である，特に顕著なのが、supporterとしてのカテゴリー
である。冒頭部分に明らかにされているように、話者はこれまで予備選の競
争相手だったオバマを支援する側にまわったことを示した．そこでは、［支
援者としての自分、オバマ］という成員カテゴリー化装置が構築された，予
備選の選挙活動中はこのカテゴリーは［候補者としての自分、競争相手とし
てのオバマ］という関係であったが、演説の中ではその成員カテゴリー化装
置のあり方が変化していることを示している。
　スピーチにより、話者の立ち位置は大きく変わる、競争相手のオバマとの
カテゴリーは聴衆のカテゴリーと対になっており、聴衆のカテゴリーが明示
されたところで話者のカテゴリーが確定するというしくみであるtt話者は自
分自身を1あるいはweと言及するが、　youが誰なのか、　theyが誰なのかを
見てはじめて1とweのアラインメントが確定する、
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5．おわりに
　本稿はエコロジカル・アブ．ローチの視点から、アメリカ大統領選の予備
段階として開催された民主党大会での基調演説に注目し、特に演説者の・
人であるヒラリー・クリントンのスビーチを分析した、分析にあたっては、
Sacks（1972b）の提唱する成員カテゴリーfヒ装置の概念を援用した、分析
の結果、この演説では社会成員のカテゴリーの対が4つ構築され、話者の立
ち位置が調整されている様子が見て取れた　具体的には、［自分、オバマ］
という個人レベルでのカテゴリー軸、［民主党（員）、共和党（員）］という
政党単位の社会組織カテゴリー軸、［成人、子供］という成長段階でのカテ
ゴリー軸、そして［アメリカ、外国］という国レベルのカテゴリー軸という
4つのカテゴリー軸である　競争相手であり、勝利者であるバラク・オバマ
とは［自分、オバマ］という個人レベルでのカテゴリー軸、また共和党とい
うカテゴリーを構築することにより、［民主党（員）、共和党（員）］という
政党単位の社会組織カテゴリー軸、子供の将来へ目を向けるときには、［成人、
子供］という社会の成長段階でのカテゴリー軸が前提となり、アメリカの社
会問題が語られるときにはLアメリカ、外国］という国レベルのカテゴリー
軸が前提となっている、
　ハブリック・スピーキングの公共性とは、つまり、聴衆間のカテゴリー立
てが多層になっていることで特徴づけられる。パブリック・スピーキングの
聴衆は集団である．集団の成員は民主党大会においては、民主党員というカ
テゴリーにおいて共通項があるが、［男性、女性］［高所得者、低所得者］［有
力州、弱小州」など多層な項が立てられる、その現実を踏まえながら、共通
項に焦点を当てながら成員カテゴリー化装置が構築され、共通項を前提にス
ピーチを進める必要がある　その点で、個人間のスピーチと特徴を異にして
いる、個人間のスビーチであれば、話者と聞き手の2者の共通項に配慮する
であろう　しかしながら、パブリック・スピーキングは聞き手という集団の
中のグループ間、個人間の共通項を取りまとめて行く必要がある　その工夫
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は随所に見られ、その端的な例がヒラリー・クリントンの掲げた4つのカテ
ゴリt一軸であったのだろう
　エコロジカル・アフローチのこれまでに提唱されている分析手法は、1脈
略化のてがかり（contextuahzanoll　cue）一1、　t’相互行為役割（partiClpants「
roles）」の分析であったり、social　positioningであった1〕、framingであっ
たりする　本稿では、これまてこのアフローチで使われてこなかったSacks
（1972　b）の成員カテゴリー化装置を分析の枠組として援用し、分析を試みた
それにより、話者の発話に出現するカテゴリーで何が対として含意されてい
るのかを読み取ることを可能にした　また、話者の立ち位置や聞き手との立
ち位置の調整の様子を読み取ることができる　Goffmanのsocial　positioning
の概念との親和性も高く、社会成員カテゴリー化装置の採用はエコロジカル・
アプローチを支える分析手法としてポテンシャルが高いと言えよう
　2008年アメリカ大統領選のオバマ演説を背景として、言語研究において
もスピーチ分析への関心が高まってきた　従来はレトリック分析が中心で
あったスヒ『一チ分析であるが、社会言語学分野での研究も始まり、多角的な
分析アプローチの参入が期待できる、その有力なアプローチとして、エコロ
ジカル・アブローチも貴重な視点を提供してくれるであろう　その一つの分
析手法として、成員カテゴリー化装置は有力である・一見、話者の計画され
た原稿を伝えているだけに見える演説であるが、実は、そのスピーチの中で
は話者と聴衆との立ち位置の調整、他の候補との位置関係、政党間の位置づ
けについて巧に構築が進められる．スビーチは、話者と聴衆との相互行為の
多様性を見せてくれる豊かな情報源である、今後もスビーチ分析が多角的に
行われることが期待される．
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　　　　　　　　　　　　What　is　Publicness　in　Public　Speakin．g？：
Ecolog▲cal　Approach　to　Speech　Analysis　of　a　U．S．National　Democratic
　　　　　　　　　　　　　　　　Convention　Keynote　Address
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Abstract
This　study　explores　how　public　speaking　is　characterized．　Using　the　concept
of　membership　categorization　devices　proposed　by　Sacksd972b）、　the　keyllote
address　delivered　by　Hillary　Clillton　iD　the　US　Naional　Democratic　Convention
h12008　was　analyzed．　The　analysis　revealed　that　the　public　speaking　was
characterized　with　the　nature　of　collectiveness　of　the　audiellce、　The　audience
was　composed　of　members　who　belong　to　the　various　social　categories　and　the
speaker　needs　to　focus　on　the　sameness　of　the　mernbers　of　the　audience，　who
essentially　are　the　members　of　various　social　groups．　The　tactics　of　binding　the
differences　among　the　audiellce　by　focusing　on　the　sameness　seems　to　be　the
essential　features　of　the　publ▲c　speaking．
Keywords：Ecological　approach，　Membership　categorization　device，　speech
　　　　　　　　　　analysis．　political　discou1’se
